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【全 体 運】

【健 康 運】
【幸運を呼ぶ食べ物】
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【全 体 運】

【健 康 運】
【幸運を呼ぶ食べ物】

▲イチゴ全員研修会で受賞▲イチゴ全員研修会で受賞▲手分けして行う小離し作業▲手分けして行う小離し作業

　

学
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
市
内
の
会
社
に
３

年
間
勤
め
た
後
、
昭
和
61
年
に
就
農
し
ま
し

た
。
当
時
両
親
が
和
牛
生
産
と
露
地
園
芸
、
水

稲
の
複
合
経
営
を
行
っ
て
お
り
、
父
・
民
男
さ

ん
は
園
芸
班
の
地
区
支
部
長
を
務
め
て
い
ま
し

た
。

　

就
農
の
き
っ
か
け
は
、
園
芸
班
の
懇
親
会
が

自
宅
で
開
催
さ
れ
た
時
に
指
導
員
か
ら
「
イ
チ

ゴ
に
挑
戦
し
て
み
な
い
か
？
」
と
勧
め
ら
れ
、

も
と
も
と
農
業
に
興
味
の
あ
っ
た
学
さ
ん
は
、

１
年
後
就
農
し
イ
チ
ゴ
栽
培
を
開
始
し
ま
し

た
。
新
品
目
に
対
す
る
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

補
助
事
業
と
制
度
資
金
を
活
用
し
、
ハ
ウ
ス

20
ａ
を
、
水
源
を
考
え
水
田
に
建
設
し
ま
し

た
。
当
初
は
、
両
親
の
加
勢
を
も
ら
い
な
が
ら

の
経
営
で
し
た
。
２
年
後
に
結
婚
し
夫
婦
で
の

経
営
と
な
り
ま
し
た
が
、
両
親
の
加
勢
は
か
か

せ
な
い
状
況
で
し
た
。
し
か
し
両
親
の
高
齢
化

に
伴
い
労
力
不
足
、
ま
た
ハ
ウ
ス
の
老
朽
化
も

進
み
、
水
田
に
あ
る
こ
と
か
ら
大
雨
に
よ
る
影

響
を
度
々
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成

24
年
に
畑
地
に
15
ａ
の
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
、
労

力
に
見
合
っ
た
面
積
で
、
畑
地
か
ん
が
い
を
利

用
し
た
栽
培
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

　

面
積
と
し
て
は
減
少
し
ま
し
た
が
労
力
に
余

裕
が
出
来
、
畑
地
か
ん
が
い
利
用
で
肥
培
管
理

も
容
易
に
な
り
、
品
質
・
収
量
ア
ッ
プ
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
２
人
の
手
で
無
理
を
せ
ず
管
理
出
来
る
面

積
で
効
率
の
良
い
安
全
な
作

業
を
心
掛
け
、
品
質
の
向

上
、
収
量
の
確
保
を
目
指
し

ま
す
。」
と
意
気
込
み
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

鳥
越
さ
ん
夫
婦
は
、
経
営

実
績
の
内
容
が
認
め
ら
れ
、

平
成
25
年
度
農
業
経
営
管
理

コ
ン
ク
ー
ル
で【
宮
崎
県
経

済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

会
長
賞
】を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

夫婦仲良く楽しい農業経営



【全 体 運】

【健 康 運】
【幸運を呼ぶ食べ物】

第 27回第 27回
ＪＡ都城ＪＡ都城
秋  季秋秋 季季秋秋 季季

農
業
ま
つ
り

▲ 開催に先立ちセレモニーが行われました。▲ 開催に先立ちセレモニーが行われました。

▲ ▲ 肉用牛担い手農家牛肉用牛担い手農家牛串販売串販売▲ ATOM販売▲ ATOM販売

▲ 農機具展示▲ 農機具展示▲ 自動車展示▲ 自動車展示▲ 中古農機具展示▲ 中古農機具展示

▲ エイサー太鼓（ティダ）▲ エイサー太鼓（ティダ）

▲ 武将弥五郎太鼓▲ 武将弥五郎太鼓

▲ 成約者抽選会▲ 成約者抽選会▲ 安心安全農産物販売▲ 安心安全農産物販売▲ 支所・支店受付▲ 支所・支店受付

８
月
30
日
㈯
と
31
日
㈰
に
、
家
畜
市
場
で
秋
季
農
業
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
様
々
な
催

し
が
行
わ
れ
、
大
盛
況
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

おめでとうございます

セイヤー
セイヤー



【全 体 運】

【健 康 運】
【幸運を呼ぶ食べ物】

畑地かんがい事業の必要性を研修

　

宮
崎
県
北
諸
県
農
林
振
興
局
や
Ｊ
Ａ
都
城
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
、
都
城
盆
地
畑
地
か
ん
が
い
営
農
推
進
協
議

会
は
８
月
４
日
に
、
都
城
市
丸
谷
町
の
畑
地
か
ん
が
い

試
験
圃
場（
さ
と
い
も
）で
万
ヶ
塚
地
区
畑
か
ん
散
水
器

具
展
示
・
実
演
会
を
開
き
、
露
地
野
菜
農
家
な
ど
約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

試
験
圃
場
に
隣
接
し
た
展
示
・
実
演
圃
場
で
は
散
水

器
具
の
設
置
方
式
や
種
類
、
導
入
時
の
注
意
事
項
な
ど

を
説
明
し
ま
し
た
。
産
地
形
成
の
た
め
に
必
要
な
、
天

候
に
左
右
さ
れ
な
い
計
画
的
な
作
付
け
の
推
進
や
、
か

ん
水
の
効
果
を
認
識
し
て
も
ら
う
の
が
ね
ら
い
で
す
。

　

参
加
者
は
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
利
便
性
や
使
い

方
、
設
置
方
法
な
ど
を
質
問
し
な
が
ら
、
熱
心
に
研
修

を
受
け
て
い
ま
し
た
。
同
協
議
会
は
、
畑
か
ん
営
農
の

普
及
啓
発
の
た
め
、
畑
地
か
ん
が
い
事
業
や
営
農
推
進

活
動
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
「
畑
か
ん
営
農
情
報
」
と

し
て
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

畑
地
か
ん
が
い
は
、
ダ
ム
等
か
ら
農
業
用
水
を
パ
イ

畑地かんがいの機械部品の説明畑地かんがいの機械部品の説明

畑地かんがい散水機械の実演畑地かんがい散水機械の実演

畑地かんがい事業畑地かんがい事業
未使用試験圃場未使用試験圃場

畑地かんがい事業畑地かんがい事業
使用試験圃場使用試験圃場

プ
ラ
イ
ン
に
よ
り
畑
地
ま
で
配
水
し
、
農
作
物

の
栽
培
に
利
用
す
る
仕
組
み
で
す
。
畑
作
物
に

必
要
な
水
を
確
保
し
、
干
ば
つ
被
害
を
防
ぐ
だ

け
で
な
く
、
天
水
に
頼
ら
な
い
計
画
的
な
営

農
、
作
物
の
収
量
の
増
加
と
安
定
、
品
質
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
、
昭
和
62
年
に
国
や

県
、
市
町
が
一
体
と
な
り
畑
地
か
ん
が
い
事
業

の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

国
営
事
業
で
は
木
之
川
内
ダ
ム
や
田
野
頭
首

工
な
ど
の
主
要
施
設
を
造
成
し
、
平
成
22
年
に

完
了
し
、
各
畑
で
水
が
使
用
出
来
る
よ
う
末
端

の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
や
給
水
栓
工
事
、
圃
場
や
農

道
、
排
水
路
整
備
を
平
成
３
年
か
ら
開
始
し
、

現
在
も
引
き
続
き
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
で
初
め
て
の
取
り
組
み
と
し

て
、
平
成
25
年
に
畑
地
か
ん
が
い
用
水
の
畜
産

用
水
へ
の
暫
定
利
用
を
開
始
し
、
畜
舎
や
農
機

具
の
洗
浄
な
ど
に
使
用
し
て
い
ま
す
。



【全 体 運】

【健 康 運】
【幸運を呼ぶ食べ物】

ぼんちのわだい

そ
の
他
の
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。
敬
称
略

▽
個
人
の
部

ハ
ウ
ス
10
ａ
当
り
の
販
売
金
額
上
位
（
Ａ
Ｓ
率
平
均
以
上
）

レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
部
（　

）内
は
支
部
名

１
位
＝
山
田
美
香（
庄
内
）、
２
位
＝
志
々
目
明
弘（
庄
内
）、
３
位

＝
益
留
一
郎（
沖
水
）、
４
位
＝
石
田
東（
庄
内
）、
５
位
＝
児
玉
千

秋（
五
十
市
）

　

平
箱
の
部
（　

）内
は
支
部
名

１
位
＝
益
留
政
信（
庄
内
）、
２
位
＝
佐
土
平
宣
夫（
庄
内
）

総
販
売
金
額
上
位

　

レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
部
（　

）内
は
支
部
名

１
位
＝
大
石
正
樹（
志
和
池
）、
２
位
＝
山
中
幸
博（
高
崎
）

　

平
箱
の
部
（　

）内
は
支
部
名

　

１
位
＝
吉
永
文
貞
（
庄
内
）

▽
努
力
賞　

太
字
は
支
部
名

姫
城
＝
平
川
正
良
、
五
十
市
＝
蓑
原
孝
、
横
山
実
明
、
沖
水
＝
里

岡
孝
彦
、
外
枦
保
弘
幸
、
大
浦
伸
一
郎
、
島
田
和
美
、
久
保
衛
、

下
池
久
男
、
志
和
池
＝
釘
崎
貴
史
、
中
原
和
幸
、
梅
北
＝
井
上
令

子
、
松
下
文
次
、
坂
元
重
秋
、
安
久
＝
児
玉
雄
二
、
大
村
利
徳
、

庄
内
＝
中
村
広
樹
、
田
村
勝
男
、
森
山
孝
一
、
久
保
秋
則
、
田
村

周
一
、
満
行
芳
久
、
皿
良
浩
太
郎
、
満
行
潤
一
、
城
村
浩
三
、
西

岳
＝
長
峰
健
良
、
山
之
口
＝
永
野
信
一
、
邊
保
久
、
高
城
＝
七
日

市
軍
太
郎
、
大
坪
幸
治
、
小
園
重
久
、
塚
元
義
博
、
中
村
利
孝
、

山
田
＝
竹
下
順
一
、
高
崎
＝
江
藤
勇
蔵
、
名
頭
園
好
、
吉
国
勝
、

久
保
年
雄
、
福
盛
幸
義
、
末
吉
智
浩
、
古
川
龍
二
、（
有
）稲
蔵
、

岩
崎
政
敏

▽
キ
ュ
ー
カ
ン
バ
ー
ク
ラ
ブ
最
優
秀
賞
（　

）内
は
支
部
名

　

外
枦
保
弘
幸（
沖
水
）

　
Ｊ
Ａ
都
城
施
設
き
ゅ
う
り
専
門
部
会
は
７
月
23
日
に
、
全
員
研
修
会
を
開
き
、
部

会
員
や
関
係
者
約
200
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
平
成
25
年
度
施
設
き
ゅ
う

り
専
門
部
会
共
励
会
表
彰
式
や
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
は
生
産
者
戸
数
110
戸
、
栽
培
面
積
21.0 

ha
、
収
量
は
3,639.7
ｔ
、
販
売
金
額
は

10
億
500
万
円
で
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
団
体
の
部
で
第
１
位
が
庄
内
支
部
、
２
位
梅
北
・
姫
城
支
部
、
３

位
沖
水
・
祝
吉
支
部
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
表
彰
で
は
、
10
ａ
あ
た
り
30
ｔ

の
収
量
を
上
げ
、
販
売
金
額
最
上
位
で
あ
っ
た
、
庄
内
支
部
の
山
田
美
香
さ
ん
が
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
最
高
品
質
賞
は
Ａ
Ｓ
率
が
最
高
上

位
で
あ
っ
た
高
城
支
部
の
諏
訪
和
義
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
優
績
生

産
者
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
に
、
講
演
会
も
開
催
さ
れ
、
彩
峰
流
家
元
の
彩

峰
妃
翔
さ
ん
が
「
人
生
！
笑

い
が
一
番
」
と
題
し
て
話
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

七
日
市
軍
太
郎
部
会
長
は

研
修
会
に
先
立
ち
「
今
年

度
は
部
会
目
標
の
販
売
金
額

10
億
円
を
達
成
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
平
成
26
年
度
は
研

修
を
通
し
平
均
反
収
20
ｔ
を

目
指
し
、
更
に
収
量
と
所
得

ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

同
部
会
で
は
今
年
、
110
戸

が
21.0 

ha
を
作
付
け
る
予
定

で
、
数
量
3,800
ｔ
を
目
指
し
ま

す
。

グランドチャンピオンに輝いた山田美香さんグランドチャンピオンに輝いた山田美香さん
（23日、都城市内で）（23日、都城市内で）



【全 体 運】

【健 康 運】
【幸運を呼ぶ食べ物】

情
報
を
共
有
し
地
域
農
地
を
守
る

 

農
業
生
産
組
織
連
絡
協
議
会
全
体
研
修
会

Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
10
の
取
り
組
み

 

Ｊ
Ａ
都
城
い
ち
ご
生
産
部
会

　

都
城
市
と
三
股
町
の
農
業

生
産
法
人
部
会
と
集
落
営
農

組
織
部
会
が
構
成
す
る
都
城

地
域
農
業
生
産
法
人
連
絡
協

議
会
は
８
月
４
日
に
、
Ｊ
Ａ

都
城
本
所
で
平
成
26
年
度
全

体
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

研
修
会
に
は
各
組
織
の
役

員
や
関
係
者
ら
約
100
人
が
出

席
し
、
各
組
織
の
活
動
経
過

が
報
告
さ
れ
、【
み
ど
り
の

風
協
同
組
合
】
坂
本
多
旦
理

事
長
が
「
日
本
農
業
の
６
次

　
Ｊ
Ａ
都
城
い
ち
ご
生
産
部

会
は
県
下
Ｊ
Ａ
の
い
ち
ご
部

会
と
協
力
し
、
平
成
26
年
度

所
得
ア
ッ
プ
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！

10
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

県
下
統
一
パ
ッ
ク
の
改
良
版

を
採
用
す
る
こ
と
を
前
提

で
、
11
月
の
出
荷
前
に
最
終

確
認
作
業
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
つ
い

て
は
平
成
22
年
に
既
に
県
下

統
一
に
な
り
、
コ
ス
ト
削
減

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

品
質
・
生
産
向
上
対
策
で

農業生産法人と集落営農の交流を農業生産法人と集落営農の交流を
目的に開かれた研修会目的に開かれた研修会

産
業
化
へ
の
挑
戦
」
と
題
し
て
講
演
し
、
参
加
者
は
話
を
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

同
協
議
会
の
中
之
丸
新
郎
会
長
は
「
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
様
々

な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
改
善
し
て
い
き
、
地
域
農
地
を
守
っ

て
行
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
６
次
産
業
化
へ
向
け
て
は
、
な
か
な
か
進
捗

し
な
い
状
況
で
す
が
、
地
域
農
業
や
集
落
を
守
る
た
め
に
必
要
で
す
。
本

日
の
研
修
を
通
し
、
参
加
者
が
中
心
と
な
り
意
識
改
革
を
行
い
、
都
城
地

域
の
農
業
を
守
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

同
研
修
会
は
年
に
一
度
開
催
さ
れ
、
法
人
運
営
上
の
諸
課
題
に
対
す
る

意
見
交
換
等
を
通
じ
て
、
法
人
経
営
基
盤
の
強
化
と
安
定
化
を
図
り
、
更

に
は
法
人
化
を
目
指
し
て
い
る
集
落
営
農
等
に
対
す
る
啓
発
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

は
、
県
下
合
同
で
の
目
揃
え
会
、
全
員
研
修

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
育
苗
期
と

収
穫
期
に
県
内
Ｊ
Ａ
持
回
り
開
催
の
現
地
検

討
会
や
技
術
員
の
意
見
交
換
会
を
定
期
的
に

実
施
し
、
情
報
を
共
有
し
改
善
策
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
労
力
軽
減
対
策
と
し
て
、
出
荷

規
格
の
簡
素
化
に
向
け
た
調
査
・
検
討
な
ど

を
行
い
ま
す
。
県
内
の
Ｊ
Ａ
い
ち
ご
部
会
は

『
一
つ
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
10

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。



【全 体 運】

【健 康 運】
【幸運を呼ぶ食べ物】

ぼんちのわだい

Ｊ
Ａ
都
城
総
合
葬
祭・ピ
ー
ス
フ
ル
都
城

あ
り
が
と
う 

第
４
回
人
形
供
養
祭

　
Ｊ
Ａ
都
城
総
合
葬
祭
・
ピ
ー
ス
フ
ル
都
城

は
８
月
３
日
に
、
都
城
市
の
一
万
城
斎
場
で

「
人
形
供
養
祭
」
を
開
催
し
、
子
供
か
ら
年

配
の
方
ま
で
約
100
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
人

形
や
ぬ
い
ぐ
る
み
、
灯
篭
、
提
灯
、
こ
け
し

な
ど
同
Ｊ
Ａ
管
内
か
ら
約
1,500
体
が
集
ま
り
、

導
師
に
よ
る
読
経
の
も
と
供
養
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
長
年
共
に
過
ご
し
た
大
切
な

人
形
に
感
謝
と
と
も
に
最
後
の
別
れ
を
行
い

ま
し
た
。

　

久
保
順
一
組
合
長
は
「
長
年
と
も
に
過
ご

し
愛
着
の
あ
る
人
形
を
手
放
す
の
は
寂
し
い

と
思
い
ま
す
。
人
形
と
の
別
れ
の
場
と
し

て
、
ご
供
養
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
開

催
し
ま
し
た
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
他
に
も
、
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
や

野
菜
即
売
会
、軽
食
コ
ー
ナ
ー
、キ
ッ
ズ
コ
ー

ナ
ー
、
音
楽
生
演
奏
会
、
エ
イ
サ
ー
太
鼓
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

合
同
慰
霊
式

　

６
月
29
日
に
、
一
万
城
斎
場
で
利
用
者
へ

の
感
謝
と
故
人
へ
の
追
悼
の
意
を
込
め
て

「
故
人
を
偲
ぶ
合
同
慰
霊
式
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

慰
霊
式
は
宗
派
に
と
ら
わ
れ
な
い
形
式
で

行
わ
れ
、
参
加
者
全
員
が
祭
壇
へ
献
花
し
ま

し
た
。

初
盆
フ
ェ
ア
ー

　

７
月
５
日
と
６
日
に
、
都
北
斎
場
で
初
盆

フ
ェ
ア
ー
を
開
催
し
、
多
く
の
方
が
来
場
さ

れ
ま
し
た
。

ピ
ー
ス
フ
ル
都
城　

特
典
付
き
定
期
積
金

ピ
ー
ス
フ
ル
都
城　

特
典
付
き
定
期
積
金

あ
お
ぞ
ら
特
典　

そ
の
１

①
店
頭
表
示
金
利
＋
0.1
％
上
乗
せ

　
左
記
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
更
に
金
利
上
乗
せ
致
し
ま
す
。（
重
複
可
）

　

●
Ｊ
Ａ
都
城
の
組
合
員
の
方
（
新
規
加
入
者
含
む
）

　
　

＋
0.1
％
金
利
上
乗
せ

　

●
Ｊ
Ａ
都
城
で
年
金
振
込
み
の
あ
る
方
（
新
規
加
入
者
含
む
）

　
　

＋
0.1
％
金
利
上
乗
せ

　

最
大
で

　

最
大
で
0.30.3
％
金
利
上
乗
せ

％
金
利
上
乗
せ

あ
お
ぞ
ら
特
典　

そ
の
２

①
ピ
ー
ス
フ
ル
定
期
積
金「
あ
お
ぞ
ら
」の
満
期
到
来
時
に
満
期

金
額
を
定
期
貯
金
に
振
替
え
ら
れ
た
方

　
　
＋
0.1
％
金
利
上
乗
せ

②
Ｊ
Ａ
都
城
の
組
合
員
の
方（
新
規
加
入
者
含
む
）及
び
年
金
振

込
み
の
あ
る
方（
新
規
振
込
者
含
む
）

　
　
＋
0.1
％
金
利
上
乗
せ

①
・
②
の
両
方
に
該
当
す
る
方
は

　

最
大
で

　

最
大
で
0.20.2
％
金
利
上
乗
せ（
１
年
間
の
み
）

％
金
利
上
乗
せ（
１
年
間
の
み
）

あ
お
ぞ
ら
特
典　

そ
の
３

○
ピ
ー
ス
フ
ル
都
城
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
ご
家
族
に
、
特
別

価
格
で
ご
提
供
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
金
融
共
済
部
貯
金

為
替
課
☎
22
ー
９
８
１
７
ま
で
。

●
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方･･･

個
人
の
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

●
毎
月
掛
金･･･

５
，０
０
０
円
以
上　

●
掛
込
期
間･･･

５
年

※
あ
お
ぞ
ら
特
典
は
他
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
併
用
で
き
ま
せ
ん
。　

※
貯
金
の
利
息
相
当
額

に
２
０・
３
１
５
％
の
税
金
が
か
か
り
ま
す
。　

※
中
途
解
約
の
場
合
は
、
Ｊ
Ａ
所
定
の
解

約
利
率
を
適
用
い
た
し
ま
す
。　

※
満
期
日
以
降
の
利
息
は
解
約
日
ま
た
は
書
替
継
続
日
に

お
け
る
普
通
貯
金
金
利
に
よ
り
計
算
し
ま
す
。

商品概要

積
立
期
間　

５
年
間

積
立
期
間　

５
年
間

積
立
金
額　

積
立
金
額　

3030
万
円
以
上

万
円
以
上



【全 体 運】

【健 康 運】
【幸運を呼ぶ食べ物】

ぼんちのわだい

　ＪＡ都城は８月 22 日に、ＪＡ都城本所で認知症サポー
ター養成講座を開催し、ＪＡ都城女性部員と職員、一般
参加者を含め、約 70 人が受講しました。
　講座では、ＪＡ宮崎中央会農政組織部生活女性担当で
キャラバン・メイト（認知症サポーター養成講座の講師
役）の山﨑峰子課長が「認知症を学び　地域で支えよう」
と題して講義し、ＤＶＤや教材を使い研修を行いまし
た。
　受講者は、認知症の基本的理解や早期発見、早期治療の重要性を学び、認知症患者だけではな
く、認知症介護者の気持ちを理解する大切さを学習しました。
　講座終了後には、認知症を支援する目印となるオレンジリングが渡されました。
　同講座は、毎年開催され、今年４回目を迎え、来年も開講予定です。
　認知症サポーターは、認知症について正しい知識をもち、認知症の人や家族を応援し、誰もが暮
らしやすい地域を作っていくボランティアで、平成 26 年６月末全国で 500 万人を超えました。

認知症サポーター養成講座

　ＪＡ都城は秋冬飼料作ＢＢ肥料の即売会を８月４日
と６日、11 日にＪＡ管内３カ所で開催しました。同管
内は畜産農家が多く、毎年２回、飼料作付け時期前に行
われ、和牛生産者や酪農家などたくさんの人が買い求め
ました。
　生産者は受付で伝票を受け取り、肥料の積み込み台へ
車を移動し、職員数人が流れ作業で車の荷台に肥料を積
み込みます。
　軽トラックであれば２～３分程で作業が終了するため、スムーズな流れで肥料を購入でき、ま
た、特別価格ということもあり、毎回多くの生産者が利用しています。
　即売会で供給したのは、飼料用トウモロコシの元肥、みやざきＢＢゴーゴーマルとＢＢ 55 号、
追肥のＢＢ新追肥１号。３日間での利用者戸数は 282 戸で、合計数量 15,000 袋（１袋／ 20㎏）ほ
ど供給しました。

秋冬飼料作ＢＢ肥料即売会

　ＪＡ都城は、８月 25 日に役員や各部門責任者を交え
た営農サポーター（ＴＡＣ）活動報告会を行いました。
　ＴＡＣより組合員からの意見要望や営農相談、営農サ
ポーターからの提案事項などが報告され、各部門からの
質疑応答や対策案、前回の報告事項の取組み状況などの
意見交換も行われました。
　ＴＡＣは、農薬や肥料、病害虫などの情報をまとめた
サポーター通信を毎月発行し、農家への情報提供を行っ
ており、融資や営農支援などの相談で、専門知識を必要とする際は、各部門担当者と農家へ同行訪
問を行っています。

営農サポーター報告会



【全 体 運】

【健 康 運】
【幸運を呼ぶ食べ物】

▲竹ほうき作りを楽しむ斉藤さん

　

竹
ほ
う
き
作
り
を
初
め
て
か
ら
15
年
の
斉
藤
さ

ん
。酪
農
を
経
営
し
て
い
た
頃
、
牛
舎
の
掃
除
に
、

豊
満
町
か
ら
売
り
に
来
て
い
た
業
者
か
ら
竹
ほ
う

き
を
購
入
し
て
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
販
売
に

来
な
く
な
り
自
分
で
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
作
っ
た
と
き
は
、
何
度
も
手
直
し
を
し

な
が
ら
、
や
っ
と
１
本
形
と
し
て
出
来
て
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。
す
ぐ
使
用
し
て
み
ま
し

た
が
、
繋
ぎ
目
が
あ
ま
く
、
す
ぐ
解
け
て
し
ま
っ

た
そ
う
で
す
。
何
度
も
失
敗
し
、
継
ぎ
足
し
た

り
、
結
び
目
を
直
し
た
り
と
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

作
り
上
げ
、
4
、
5
年
目
に
し
て
や
っ
と
人
に
出

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

7
年
前
か
ら
年
金
友
の
会
と
し
て
春
の
農
業
祭

り
で
出
品
を
初
め
ま
し
た
。
販
売
し
て
す
ぐ
に
売

り
切
れ
る
ほ
ど
の
人
気
で
す
。

　
「
15
年
前
は
、
竹
ほ
う
き
を
作
っ
て
い
た
人
が

姫
城
管
内
で
7
名
い
ま
し
た
が
、
今
は
Ｊ
Ａ
都
城

管
内
で
2
名
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
竹
山

が
少
な
く
な
り
材
料
が
手
に
入
り
に
く
く
、
数
も

作
れ
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
語
る
斉
藤
さ
ん
。

　

一
昨
年
は
110
束（
1
束
4
本
組
）、
昨
年
80
束
、

今
年
は
30
束
と
年
々
作
れ
る
本
数
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
材
料
が
少
な
く
多
く
は
作
れ
ま
せ
ん
が
、
使

用
し
て
壊
れ
た
ら
意
味
が
な
い
の
で
、
崩
れ
な
い

よ
う
に
番
線
の
締
め
方
等
に
気
を
つ
け
、
ほ
う
き

が
擦
り
切
れ
る
ま
で
使
え
る
よ
う
に
作
っ
て
い
き

ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

斉さ
い

藤と
う

　

浩ひ
ろ
し

　

子
供
た
ち
に
食
の
大
切
さ
や
宮
崎
の
農
産
物
に
つ

い
て
学
習
し
、
親
と
子
の
触
れ
合
い
、
学
校
同
士
の

交
流
、
ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
仕
事
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
Ｊ
Ａ
都
城
と
同
Ｊ
Ａ
女
性
部
は

６
月
29
日
に
庄
内
地
区
公
民
館
、
８
月
７
日
に
縄
瀬

地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
８
月
20
日
に
庄
内
支
所
２

階
会
議
室
で
キ
ッ
ズ
・
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
を
開

催
し
ま
し
た
。
小
学
生
を
対
象
に
多
く
の
親
子
が
参

加
し
、
農
業
や
食
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

キ
ッ
ズ
・
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ

キ
ッ
ズ
・
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ

上手く
 切れたかな？



【全 体 運】

【健 康 運】
【幸運を呼ぶ食べ物】

み
ん
な
で
楽
し
く

み
ん
な
で
楽
し
く

「
食
」と「
農
」を
学
び
ま
し
た
♪

「
食
」と「
農
」を
学
び
ま
し
た
♪

上手にできました。



【全 体 運】

【健 康 運】
【幸運を呼ぶ食べ物】

ニュース  オブ  トピックス

理事会報告（8月25日開催）
〈提案事項〉

１. 自己資本比率算出規程の全面

改正について 

２. 退任退職に伴う役職員増資の

払い戻しについて 

３. 姫城米倉庫フォークリフト固

定資産計上について 

４. 固定資産取得について

５. 土地取得の変更について 

６. 常勤役員の補充について

７. スーパーＬ資金の借入・貸出

について

８. 石山貯蔵庫改修工事について

以上 8議案が承認されました。

〈報告事項〉

『自己資本比率算出事務要領の全

面改正について』他 25 項目が報

告されました。

　　　　　　出席　   理事　21人

　　　　　　　　　   監事　６人

10月の行事予定
６日㈪　子豚市・登記豚市

７日㈫　郡市和牛共進会

８日㈬　乳牛セリ市

10日㈮　成牛市
　　　　フスマ即売会

15日㈬　子牛せり市（～17日）

20日㈪　成牛市

21日㈫　子豚市

22日㈬　第58回宮崎県畜産
　　　　共進会（肉用種種牛の部）
　　　　～23日

24日㈮　理事会
　　　　フスマ即売会

28日㈫　第58回宮崎県肉畜
　　　　共進会（枝肉の部）

30日㈭　成牛市

交通事故情報
区　分 発生件数 死者数
県　内 5,494 31
管　内 1,022 6
都城市 940 6
三股町 82 0

 平成26年7月末現在

交通事故
第１当事者居住市町村別ワースト

第１当事
者総数 人　口 １万人

当たり 順位

都城市 804 166,429 48.31 4位
三股町 95 25,365 25.36 15位

○事故防止に関するコメント
　都城警察署管内では、７月末現
在、2,558 件の物損事故が発生
し、昨年より185 件も増加してい
ます。物損事故こそが全ての事故
の始まりです。十分に注意しましょ
う。
　最近、飲酒運転が増加しており、
８月は、飲酒運転で３人の逮捕者
が出ました。飲酒は節度を持って、
「乗るなら飲まない。飲むなら乗ら
ない。」を徹底して下さい。

都城警察署 交通課
TEL 24－0110

▲ＪＡ都城青年部沖水支部が看板
を作成しました。

▲

山
之
口
支
所
管
内
の
下
西
久
男
さ
ん
宅
で
カ
サ

ブ
ン
カ
が
咲
き
ま
し
た
。
４
年
前
か
ら
育
て
て

い
ま
す
。
と
て
も
綺
麗
で
大
き
な
花
で
す
。

▲

ハ
イ
ミ
セ
ス
部
会（
東
支
部
）が
七
夕
か
ざ
り
を

作
成
し
、
三
股
支
所
玄
関
に
飾
り
つ
け
を
し
ま

し
た
。
華
や
か
な
飾
り
は
来
所
さ
れ
る
お
客
さ

ん
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。



月せり市成績

【全 体 運】

【健 康 運】
【幸運を呼ぶ食べ物】
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8 （東京・大阪・２市場平均）

格　付 Ａ５（5－2） Ａ４（4－2） Ａ３（3－2）

キロ単価（円） 1,969 1,709 1,592

前 月 比（円） + 17 + 24 + 28

項目
種別

売却平均価格
（円）

キロ当たり単価
（円）

平均体重
（kg）

平均日齢
（日）

売却頭数
（頭）

メ ス 506,518 1,860 274 291 570

去 勢 569,549 1,898 299 284 682

平 均・ 計 540,853 1,881 288 287 1,252

乳子牛

肉牛枝肉

和牛子牛

（8月8日）

（8月19日）

（税抜き）

※最高価格…845,640円（メス）

項目
種別

売却平均価格
（円）

平均体重
（kg）

平均日齢
（日）

売却頭数
（頭）

ホ
ル
ス

オス 55,320 80 41 36

メス 6,480 61 35 4

F　

１

オス 217,353 81 47 87

メス 144,569 77 49 79

平均・計 157,029 79 46 206

" 消毒の徹底をしましょう"
　届出伝染病のＰＥＤ（豚流行性下痢）が、管内及び県外で多発して
います。
　防疫対策をしっかりとお願いします。
　特に、人や車輌の出入りに注意し、消毒の徹底をお願いします。

　※8月５日（火）子豚市、登記豚市、8月21日（木）子豚市は中止しました。
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南
九
州
肥
育
牛
共
進
会

Ｊ
Ａ
都
城
肉
牛
枝
肉
共
進
会

　
Ｊ
Ａ
都
城
は
８
月
８
日
に
、
㈱
ミ
ヤ
チ
ク
高
崎
工
場
で
、
第
131
回
Ｊ
Ａ
都
城

肉
牛
枝
肉
共
進
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

共
進
会
に
は
、
都
城
市
・
三
股
町
内
か
ら
59
頭
が
出
品
さ
れ
、
㈲
薬
師
畜
産

の
枝
肉
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

㈲
薬
師
畜
産
の
枝
肉
は
、父「
秀
菊
安
」、
母
の
父「
福
之
国
」、
母
の
祖
父「
安

平
」
で
、
枝
肉
重
量
473.4
㎏
。
ロ
ー
ス
芯
面
積
75
㎠
、
バ
ラ
の
厚
さ
8.0
㎝
、
推
定

歩
留
76.9
％
、
サ
シ
の
入
り
を
表
す
Ｂ
Ｍ
Ｓ
が
12
で
、
肉
付
が
良
く
、
ム
ダ
な
脂

肪
付
着
が
な
く
、
サ
シ
の
入
り
も
小
ザ
シ
で
良
好
な
素
晴
ら
し
い
枝
肉
と
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
的
に
は
、
枝
肉
平
均
重
量
468.3
㎏
、
ロ
ー
ス
芯
平
均
面
積
64.9
㎠
、
バ
ラ

厚
8.4
㎝
、
推
定
歩
留
75.5
％
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
ナ
ン
バ
ー
8.3
、
上
物
率（
４
等
級
以
上
）

100
％
と
良
好
で
、
全
体
的
に
良
く
飼
い
込
ん
だ
肉
付
・
肉
質
の
良
い
枝
肉
が
多

く
揃
っ
た
共
進
会
で
し
た
。

今
回
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
敬

称
略
（　

）
内
は
支
所
名

▽
最
優
秀
賞
＝
㈲
薬
師
畜
産（
高
崎
）

▽
優
秀
賞
＝
山
下
正
巳（
高
城
）

▽
優
良
賞
１
席
＝
薬
師
和
敏（
高
崎
）

▽
同
２
席
＝

 

㈲
Ｍ
の
国
牧
場
関
之
尾（
庄
内
）

▽
同
３
席
＝
蔵
元
久
美（
三
股
）

▽
審
査
員
奨
励
賞
＝

 

丸
田
隆
人（
高
崎
）

▽
団
体
賞
１
位
＝
大
淀
支
部

▽
同
２
位
＝
中
央
支
部

　
Ｊ
Ａ
都
城
と
宮
崎
県
家
畜
商
商
業
協
同
組
合
は
７
月
30
日
に
、
都

城
家
畜
商
市
場
で
第
162
回
南
九
州
肥
育
牛
共
進
会
を
開
き
、
宮
崎
県

内
を
中
心
に
、
南
九
州
各
県
か
ら
122
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
共
進

会
の
後
に
は
セ
リ
市
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
黒
毛
和
種
未
経
産
、
同
経
産
、
同
去
勢
、
交
雑
種
（
Ｆ
１
）

に
分
け
て
行
わ
れ
、
黒
毛
和
牛
の
部
で
未
経
産
牛
２
頭
、
経
産
牛
７

頭
が
優
等
牛
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

宮
崎
県
畜
産
試
験
場
の
井
之
上
審
査
員
長
は
「
全
体
的
に
発
育
良

好
で
、
優
劣
の
つ
け
が
た
い
牛
が
多
く
、
飼
養
管
理
の
良
さ
が
う
か

が
え
た
。
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
の
で
、
暑
熱
対
策
等
、
日
頃
の

飼
養
管
理
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
家
畜
保
健
所
の
四
角
氏
は
「
韓
国
で
口
蹄
疫
が
発
生
し
て

い
る
状
況
で
す
。
日
頃
か
ら
の
消
毒
の
徹
底
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
防
疫
の
強
化
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

最優秀賞に輝いた㈲薬師畜産最優秀賞に輝いた㈲薬師畜産

優
等
牛
生
産
者
は
次
の
と
お

り
。
敬
称
略

▽
黒
毛
和
種
未
経
産
の
部
＝

森
岡
六
男（
末
吉
）

　

石
山
肉
牛
組
合（
高
城
）

▽
同
経
産
の
部
＝

　

㈱
池
添
農
場（
志
布
志
）

荒
川
内
重
雄（
庄
内
）

　

下
川
貞
美（
高
城
）

　

久
留
雅
博（
蓑
原
）

　

野
添
政
美（
高
木
）

　

今
村
力
之
助（
阿
蘇
）

▽
団
体
の
部
＝
高
城
支
部
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Ｊ
Ａ
都
城
は
９
月
４
日
に
、
家
畜
市
場
で
９
月
郡
市
和
牛
共
進
会
を
開

催
し
、
出
品
牛
35
頭
の
中
か
ら
満
安
弘
美
さ
ん
（
梅
北
）
出
品
の
「
う
め

ひ
ろ
こ
」
号
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

血
統
は
父
「
勝
平
正
」、
母
の
父
「
福
之
国
」、
母
の
祖
父
「
安
平
」
で
、

日
齢
277
日
、
体
重
305
㎏
。
発
育
良
好
で
体
積
に
富
み
、
体
の
伸
び
、
深

さ
、
体
上
線
の
平
直
、
毛
質
、
尻
の
形
状
に
優
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
牛

と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

弘
美
さ
ん
は
妻
の
政
子
さ
ん
と
繁
殖
牛
10
頭
と
育
成
牛
２
頭
を
飼
育
し

て
お
り
「
10
年
振
り
の
優
等
入
賞
。
首
席
は
初
め
て
で
嬉
し
い
。
粗
飼
料

中
心
に
給
餌
し
、
給
餌
時
間
の
厳
守
や
繋
ぎ
運
動
、
汚
れ
な
い
よ
う
に
手

入
れ
を
行
っ
て
き
た
。
今
ま
で
の
苦
労
が
形
に
な
っ
て
表
れ
た
。
こ
れ
か

ら
も
和
牛
生
産
を
頑
張
っ
て
い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

全
体
的
に
は
、
発
育
良
好
で
、
伸
び
、
腹
容
が
良
好
な
牛
が
揃
っ
た
共

進
会
で
し
た
。

そ
の
他
の
優
等
牛
生
産
者
は
次
の
と
お
り
。
敬
称
略
、（　

）は
支
所
名
、

チャンピオンに輝いた「うめひろこ」号とチャンピオンに輝いた「うめひろこ」号と
満安さんご夫婦満安さんご夫婦

満
安
さ
ん
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

９
月
郡
市
和
牛
共
進
会

父
の
血
統
名
、
母
の
父
の
血
統

名
、
母
の
祖
父
の
血
統
名
。

▽
２
席
＝
東
郷
広
志

　
（
志
和
池
、福
之
国
、百
合
茂
、安
平
）

▽
３
席
＝
友
重
和
博

　
（
高
城
、美
穂
国
、勝
平
正
、安
平
）

▽
４
席
＝
谷
口　

實

　
（
梅
北
、美
穂
国
、福
桜
、安
平
）

▽
５
席
＝
亀
田　

寛

　
（
沖
水
、勝
平
正
、日
向
国
、福
桜
）

▽
６
席
＝
西
村
健
一

　
（
三
股
、勝
平
正
、福
桜
、上
福
）

▽
７
席
＝
蔵
元
幸
夫

　
（
高
崎
、美
穂
国
、忠
富
士
、上
福
）

　

施
設
胡
瓜
専
門
部
会
庄
内
支
部
は
８
月
21
日
に
、
志
布
志
の
ボ
ル
ベ
リ

ア
ダ
グ
リ
で
平
成
25
年
産
共
励
会
団
体
優
勝
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

部
会
員
と
庄
内
支
所
職
員
、
市
役
所
職
員
含
め
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
個
人
表
彰
者
の
紹
介
や
踊
り
、

カ
ラ
オ
ケ
等
を
行
い
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

田
村
周
一
支
部
長
は
「
団
体
優
勝
で
き
た
の
も

女
性
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
来
年
も
団
体
優
勝
を
目
指
し
部
会
員
全
員
の

意
思
統
一
を
図
り
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
意
気

込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　

都
城
も
み
す
り
業
組
合
は
８
月
21
日
に
、
Ｊ
Ａ
都
城
本
所
で
研
修
会
を

開
き
、
関
係
者
含
め
約
100
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
米
の
情
勢

や
検
査
、
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
法
、
加
工
用
米
多
収
性
品
種
導
入
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
農
産
物
検
査
協
議
会
の
山
本
次
長
は
「
農
産
物
検
査
法
に
基
づ
き

検
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
公
正
か
つ
円
滑
な
取
引
が
行
え
、
消
費
者
が

安
心
し
て
購
入
で
き
る
商
品
を
提
供
出
来
ま
す
。

何
故
検
査
を
す
る
か
を
認
識
し
、
作
業
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
作
業
場
の
清
掃
の
徹
底
、
基

準
含
水
率
の
厳
守
、
紙
袋
へ
の
記
入
漏
れ
等
が
無

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
研
修

会
後
に
、
臨
時
総
会
を
開
催
し
、も
み
す
り
加
工
、

乾
燥
料
金
や
も
み
す
り
点
検
日
程
を
決
定
し
ま
し

た
。

女
性
の
支
え
で
団
体
優
勝

都
城
も
み
す
り
業
組
合
研
修
会



車
が
大
好
き
な
方
、
楽
し
く
働
き
た
い
方
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
若
さ
あ
ふ
れ
る
笑
顔

の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
。
ご

友
人
・
知
人
の
ご
紹
介
大
歓
迎
で
す
。

【
資　
　

格
】　

35
歳
未
満
の
方
・
男
女
不
問
。

　

明
る
く
熱
意
を
も
っ
て
働
く
意
欲
が
あ
る

方
。
サ
ー
ビ
ス
精
神
い
っ
ぱ
い
の
方
。
有
資

格
者（
危
険
物
乙
４
類
）の
方
歓
迎
し
ま
す
。

資
格
の
な
い
方
も
大
歓
迎
で
す
。

【
待　
　

遇
】　

詳
細
は
面
接
時
に
ご
説
明
い
た

し
ま
す
。

【
営
業
時
間
】　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
７
時

【
就
業
時
間
】　

交
替
制
勤
務
で
す
。

【
雇
用
形
態
】　

臨
時
職
員
。

　

準
職
員
・
正
職
員
へ
の
登
用
（
登
用
試
験
有
）

が
あ
り
ま
す
。

【
加
入
保
険
等
】　

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
通

勤
手
当
・
危
険
物
手
当（
資
格
取
得
者
）有
。

　

危
険
物
乙
４
類
資
格
取
得
可
能
で
す
。

【
採
用
人
数
】　

若
干
名
。

【
就
業
場
所
】　

Ｊ
Ａ
都
城
管
内
の
15
給
油
所
の

配
置
と
な
り
ま
す
。

【
連
絡
先
】　

Ｊ
Ａ
都
城 

経
済
部 

燃
料
課

　

都
北
町
５
７
１
２
番
地

　

℡
３
８
―
６
６
９
０

 

（
担
当
者　

藤
本
・
細
山
田
）

　

お
気
軽
に
ご
連
絡
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
ね
!!

給油所スタッフ給油所スタッフ
募 集 中募 集 中

私達と一緒に
働きませんか？

　
Ｊ
Ａ
都
城
給
油
所
連
絡
協
議
会
は
８
月

24
日
に
、
家
畜
市
場
で
第
37
回
Ｊ
Ａ

－

Ｓ

Ｓ
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
テ
ス

ト
都
城
地
区
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
管
内
15
カ
所
の
給
油
所
か

ら
各
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
を
通
過
し
た
14
人
が

出
場
し
ま
し
た
。

　

総
合
印
象
部
門
や
接
客
、
安
全
、
顧
客

満
足
サ
ー
ビ
ス
の
４
部
門
で
審
査
を
行

い
、
上
位
５
人
が
表
彰
さ
れ
、
最
優
秀
賞

に
沖
水
給
油
所
の
福
丸
武
司
職
員
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

久
保
順
一
組
合
長
は
「
燃
料
事
業
は
組

合
員
を
始
め
、
多
く
の
お
客
様
に
と
っ
て

重
要
な
事
業
で
す
。
接
客
や
技
術
向
上
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
顧
客
満
足
度
Ｕ
Ｐ
を

図
り
、
信
頼
さ
れ
る
給
油
所
を
目
指
し
て

福
丸
さ
ん
最
優
秀
賞

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
ド
ラ
コ
ン
地
区
大
会

下
さ
い
。
組
合
員
を
始
め
、
お
客
様
と
接

す
る
機
会
が
一
番
多
い
の
で
、
責
任
と
緊

張
感
を
持
ち
仕
事
に
臨
ん
で
下
さ
い
。
ま

た
、
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
テ

ス
ト
県
大
会
で
上
位
入
賞
出
来
る
よ
う
都

城
の
底
力
を
発
揮
し
て
下
さ
い
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
者
と
出
場
し
た
中
か
ら
選
考

さ
れ
る
３
人
が
９
月
に
行
わ
れ
る
県
大
会

へ
出
場
し
ま
す
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
の

徹
底
や
技
能
向
上
、
給
油
所
メ
ン
バ
ー
の

融
和
と
協
調
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
敬
称

略
、（　

）は
給
油
所
名
。

▽
優
秀
賞
＝
松
崎  

勇（
早
鈴
Ｓ
Ｓ
）

▽
優
良
賞
＝
木
佐
貫  

毅（
セ
ル
フ
朝
霧
Ｓ
Ｓ
）

▽
４
位
＝
上
村
健
太（
五
十
市
Ｓ
Ｓ
）

▽
５
位
＝
白
尾
祐
二（
セ
ル
フ
朝
霧
Ｓ
Ｓ
）



男・女男・女

★冬の鍋物に欠かせない
 シュンギク

（１）特  徴
　冬から春先の鍋物に欠かせない具材ですが、天ぷらや
おひたしにも使え、近年はサラダやトッピングの材料とし
ても幅広く用いられるようになりました。
　いずれに用いるにも取れたての新鮮さが魅力、家庭菜
園の野菜としてはうってつけです。
　地中海沿岸の原産で、日本へは中国を経て室町時代に
渡来、江戸時代から栽培が盛んになりました。春に黄色の
花を咲かせるので「春菊（シュンギク）」の名が付きました。
菊菜と呼ばれることもあります。
　葉の切れ込み具合によって、大葉種、中葉種、小葉種に
分かれますが、近年は葉に切れ込みのある中葉種が主流
です。切れ込みの浅い大葉種は、葉肉が厚くて柔らか、強
い香りがあります。この他に茎が長く伸びヤシの木のよう
な草姿となる、癖の少ないスティックシュンギクがありま
す。サラダや天ぷらにするとおいしくいただけます。
（２）育て方
　生育適温は15～20 度。小松菜やホウレンソウに比べ
ると寒さに弱く、霜が降りると葉は傷んで黄色くなってし
まうので、冬に良品を得るにはベタ掛け資材やビニールト
ンネルを被覆します。
　土壌に対する適応性はかなり高い方ですが、乾燥には弱
いので保水力のある畑を選びましょう。
　シュンギクの種子はもともと発芽率が 70％程度と低い
ので、やや厚まきにして芽が多く出たところを間引きして
生育をそろえていきます。種子は好光性で、覆土が厚いと
発芽しにくいですから、薄く土を掛けるよう心掛けます。
　間引きは本葉２枚のころ２～３㎝間隔に、本葉７～８枚
のころ５～６㎝間隔にします。
（３）収  穫
　シュンギクの収穫は、株ごと抜き取る抜き取り収穫と、
本葉10枚ぐらいになったら下の葉を３～４枚残して中心の
茎を摘み取る摘み取り収穫があります。摘み取りの場合は、
中葉種の中でも茎が伸びやすい品種を用い、最終株間を
10㎝ぐらいに広く取り、多くの側枝を出させるために、図
のように草丈が 20～25㎝に伸びたときに主枝を地上10
㎝ぐらいで切り取り、各節から伸びてきた側枝が15～20
㎝に伸びたときに、側枝の２～３節を残して摘み取ります。
１株から次々とたくさん収穫するので、草勢や葉色を見て
追肥を欠かさずに行うことが大切です。
　抜き取り収穫した香りの良い肉厚の大葉種を鍋物などで
さっと加熱していただくのが、シュンギクの本当のおいし
さを味わう方法といって差し支えないでしょう。ぜひお試
しください。

トンネル骨材

浮き掛け

不織布などの
べた掛け素材

冬に良品を取るための防寒被覆
（1）抜き取り収穫

本葉10枚ぐらいに
なったとき

（2）摘み取り収穫

草丈20～25ｃｍ
のとき

側枝が15～20ｃｍに
伸びたとき
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① 1964 年 10月に開催さ
れた――五輪

②留守――  寝ずの――
③レンコンの生産量が日本
一の県

④毛染めをすると目立たな
くなります

⑥フグやきのこが持ってい
ることも

⑨おでこのこと
⑩見掛けたら願い事を唱え
ると良いとか

⑪歌舞伎の舞台装置  観客
席の中を通っています

⑬AMとFM、どちらを聞
こうかな

⑭ブンブンブンと飛び回り
ます

⑯伯父さんや叔母さんから
見た僕のこと

②
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
別
名

⑤
香
川
県
と
ゆ
か
り
の
深
い
麺

⑦
美
し
く
て
と
げ
の
あ
る
花

⑧
コ
ス
モ
ス
も
ア
ザ
ミ
も
こ
の
花
の

仲
間

⑨
こ
の
文
章
に
は
10
文
字
使
わ
れ
て

い
ま
す

⑪
パ
タ
パ
タ
と
動
か
す
清
掃
道
具

⑫
恋
愛
運
、
金
運
、
仕
事
運･･････

何
を
見
て
も
ら
お
う
か
な

⑭
洗
濯
が
は
か
ど
る
天
気

⑮
派
手
で
は
な
い
の
で
す

⑯
ミ
レ
ー
作
の
名
画
『
―
―
拾
い
』

⑰
聞
く
と
見
る
で
は
―
―
だ
ね

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

右
下
の
ハ
ガ
キ
で
応
募
し
て
ね
。

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
↓
E
の
順
に
並
べ
て
で
き
る

言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

ヨコのカギ

タ
テ
の
カ
ギ

　広報誌「まど」では、皆さんのお便りをお待ちしています。
身の回りで起こった楽しいエピソード、我が子自慢、イラ
スト、便利な情報など、何でも結構です。下のハガキか、
お手持ちのハガキ、またはＥメールで、住所、氏名、電話
番号、クイズの解答を記入の上お送り下さい。
Ｅメールアドレスは、
 ja-mado@miyakonojyo.ja-miyazaki.jp です。

すまいりぃさん（祝吉） ヨシちゃんさん（山田）

モコさん（高城）

９月号
　クイズ解答

９月号
　読者アンケート

　10月の第２月
曜日（今年は13
日）は体育の日。
運動会やスポー
ツなどで思い出に
残っていることを
教えてください。

お
便
り

イ
ラ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー
身
近
な
話
題

　

意
見
な
ど

※匿名希望の方はペンネームを（ ）
ご記入いただいた個人情報はプレゼント送付に利用します。

応募期限 平成26年10月14日（火）までの消印有効　
※正解者の中から抽選で８人の方に商品券
　（直売所ＡＴＯＭ・レストランマック・レストラン
朝霧）をプレゼント！

ヒント 　自由民権運動がルーツ

７月号当選者 　

ま ど 大 好 き さん（沖　水） 山  下  千枝子 さん（山　田）

す ま い り ぃ さん（祝　吉） ヨ シ ち ゃ ん さん（山　田）

モ コ さん（高　城） チ エ ち ゃ ん さん（祝　吉）

新  村  加津子 さん（志和池） 順 ち ゃ ん さん（安　久）

８月号クイズの答え 　フジバカマ



※このコーナーでは皆様からお寄せいただいたお便りをほんの一部ご紹介します。

　

こ
の
時
期
は
花
火
の
音
が
聞
こ
え
れ

ば
、
つ
い
つ
い
外
に
出
て
、
夜
空
を
見

渡
し
て
し
ま
い
ま
す
。
幼
い
こ
ろ
は
屋

根
に
上
り
花
火
を
見
て
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
家
庭
菜
園
で
た
く
さ
ん
の
果

物
が
出
来
て
羨
ま
し
い
で
す
。
ど
の
作

物
も
防
虫
が
大
変
そ
う
で
す
ね
。 

（
斉
）

高
崎
の
花
火
大
会
は
、
大
迫
力
で

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
孫
に
初
の
花
火
を
見
せ
に
行
き

た
い
で
す
。
泣
く
か
な･･･

。

 

い
が
ぐ
り
お
さ
ん（
高
崎
）

　

昨
年
初
め
て
行
っ
た
高
崎
の
花
火
大

会
は
、
迫
力
満
点
で
し
た
。
今
年
も
機

会
が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が

･･･

来
年
こ
そ
は
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

（
斉
）

盆
祭
り
の
花
火
大
会
を
た
の
し
み

に
し
て
い
る
が
、
孫
が
去
年

は
こ
わ
が
り
今
年
は
ど
う
変
わ
っ
て
い

る
か
楽
し
み
で
す
。（
３
歳
と
６
歳
）　

　

今
年
は
梅
の
豊
作
で
色
々
な
梅
づ
く

し
を
や
り
た
く
梅
干
し
に
シ
ロ
ッ
プ
漬

け
、
酢
ミ
ソ
と
挑
戦
お
ま
け
に
花
梅
の

花
に
梅
が
３
㎏
程
あ
り
、
そ
れ
も
梅
ミ

ソ
を
作
っ
た
と
こ
ろ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の

よ
う
な
梅
酢
ミ
ソ
に
な
り
ま
し
た
。

 

あ
お
い
ち
ゃ
ん
さ
ん（
三
股
）

　

花
火
の
音
は
と
て
も
大
き
く
迫
力
が

あ
り
ま
す
。
今
年
は
怖
が
ら
ず
楽
し
ん

で
ほ
し
い
で
す
ね
。
日
に
日
に
成
長
し

て
い
く
お
孫
さ
ん
の
姿
を
見
る
の
も
楽

し
み
で
す
ね
。
梅
が
豊
作
で
う
ら
や
ま

し
い
で
す
ね
。
梅
干
し
、
ジ
ャ
ム
、

ジ
ュ
ー
ス
と
色
々
な
も
の
が
作
れ
ま
す

ね
。
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
よ
う
な
梅
酢
ミ

ソ
も
お
い
し
そ
う
で
す
ね
。 

（
斉
）

夏
祭
り
最
中
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
大

花
火
が
鳴
り
、
そ
の
都
度
外
に

出
て
見
て
い
ま
す
。
主
人
は
大
の
果
物

好
き
で
、
ビ
ワ
、
モ
モ
、
ブ
ド
ウ
、
ミ

カ
ン
、
ス
イ
カ
と
な
ん
で
も
自
分
た
ち

で
食
べ
る
分
は
植
え
て
い
ま
す
。
食
べ

る
の
に
大
忙
し
で
す
。

 

横
山
ツ
ギ
子
さ
ん（
三
股
）

　

日
中
は
ま
だ
暑
い
も
の
の
、
朝

晩
は
ひ
ん
や
り
す
る
日
も
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
秋

が
近
づ
い
て
い
る
の
を
実
感
し
ま

す
。
季
節
の
変
わ
り
目
に
は
、
体

調
管
理
に
気
を
付
け
た
い
も
の
で

す
。 

（
斉
）

編

後
集

記

お米の販売はＪＡにお任せを!
２  共同計算費目

※26年産の経費の上限見込み　500円／30㎏

１  共同計算の実施単位（各年産で行う）

規格外米（ヒノヒカリ・その他）

★平成26年産米を出荷された方にアトムの商品券が当たる抽選券を配布します。
★古米（平成25年産米）もＪＡへ出荷をお願いします。
★くず米（ふるい下米）も集荷致しますので、ＪＡへ出荷をお願いします。
　なお、平成25年産のくず米は68円／㎏で買い取りを行いました。

平成26年産米共同計算委託契約内容

銘　柄　等 一　般　米 特別栽培米

コシヒカリ 1等～ 3等

ヒノヒカリ 1等～ 3等 1等～ 3等 

まいひかり 1等～ 3等

おてんとそだち 1等～ 3等  

そ　の　他 1等～ 3等

も　ち　米 1等～ 3等

費　　　目 内　　　容

仮渡金金利 仮渡金の金利

流通・保管経費 流通保管に係わる経費

生産・集荷・販売経費 生産・集荷・販売に係わる経費

検査費用 農産物検査費用

手数料 経済連・ＪＡ手数料

その他経費 その他の経費




